豊栄病院患者総合支援センター　いするぎ通信　平成２９年１月

謹賀新年

今月も、いするぎ通信をお届けします。
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●年頭挨拶

新年あけましておめでとうございます。昨年は豊栄病院の変動の年でした。産婦人科の医師が3月いっぱいで退職され、後任の常勤医が得られず、当院の産婦人科の診療を中止しました。新潟市北区にお産を含め産婦人科の入院患者さんを受け持てる医療機関がなくなり住民の方に対して申し訳ない気持ちでいっぱいです。しかしながら今の新潟県の・新潟大学の産婦人科医師数、新潟県の地域医療構想案（婦人科医療は集約する方針）から考えて当院の産婦人科診療の再開は残念ながら困難であると思っています。
一方、国の地域医療構想に則り、8月から、新潟圏域で不足している回復期病床に相当する地域包括ケア病床を従来の34床から77床へと大幅に増床しました。これに先立ち、4月からMSWを2名から3名に増員、言語聴覚士を新規採用しリハビリの充実を図りました。現在、地域包括ケア病床を中心に、多職種で退院支援を行える体制を作り実行しております。また12月にはこの地域でも増加し続けている透析患者さんに対応するため、透析ベッド数を28床から33床に増床しました。
今後も地域に根差し必要な医療を提供していく所存ですので今年も皆様よろしくお願いいたします（病院長　宮島透）。
●えむえすだぶりゅー日誌： 新年あけましておめでとうございます。関係機関の皆様、昨年中は大変お世話になりました。今年春には介護予防・日常生活支援総合事業の運用開始、そして翌年には介護保険と医療保険の同時改訂の年を控え、昨年同様医療も介護の現場も慌ただしい一年になってしまいそうな感じを抱き新年を迎えました。「一年の計は元旦にあり。」と言います。計画を立て取り組んでいきたいと思っていますが・・・。昨年は「連携」という言葉が先を行き、付いていく事が精一杯でした。今年は少し余裕を持ち取り組みたいですし、当患者総合支援センター（医療福祉相談室・地域医療連携室）では患者さんやご家族、地域の方々を大切にした対応を心掛けていきたいと思います。本年もＭＳＷ、事務員、看護師一同よろしくお願いいたします（岩淵英理）。

●ほーかん日誌：新年あけましておめでとうございます。さすが申年、あっという間にサル・・・の１年でした。去年は、長年利用していた人の終了、ターミナルの方の短期間の利用が多かったです。訪問看護は、安心して生活ができるように寄り添い支えていく役割があると思います。「看護師が来てくれるから安心」「心強い」「ありがとう」と　利用者様の声を支えに　日々訪問しています。　私たちも元気と笑顔を届けるため、これからも知識と技術を深めて成長していきたいと思います。今年は酉年です。ご利用者様とそのご家族、主治医の先生や他職種の皆様との仲をトリ（酉）もち連携し、より良い看護を提供していきたいと思います。よろしくお願いいたします（五十嵐真実）。
　　　　　　　　臨床検討会のお知らせ

日時；平成２９年１月１０日（火）　午後６時３０分
場所；豊栄病院　健診棟２階　多目的ホール

講演１：「非循環器科病棟における循環器急性疾患―心不全増悪の初期対応、心電図モニターの判読―」　　　　　　　　新潟大学医歯学総合病院　　

循環器内科　特任助教　飯嶋賢一　先生
講演２：「心房細動の抗凝固療法とアブレーション療法」　　　　　　　　　新潟大学医歯学総合病院　
循環器内科　　　助教　　佐藤光希　先生
共催：第一三共製薬株式会社
面白いですよ。問い合わせは、天木までお願いします。

●編集　毎月お届けできるようにがんばります。写真もあるので大変。朝焼けきれいでしょ。　副院長　柄澤良
豊栄病院　福祉連携センター　TEL　025-386-2801（直通）、FAX　025-386-2784

